
NPO法人こんぶくろ池自然の森 実施日時：2021年12月12日（日）9:00～12:00

2021年度 第2日曜日調査班有志活動 天気：晴れ

二十四節気大雪 七十二候閉寒成冬（そらさむくふゆとなる） 熊蟄穴（くまあなにこもる)

（12月7日） （12月7日） （12月12日） 報告者 上田真佐江

季節の移ろい 大雪 一段と冷え込んで、空が澄む季節。木々は、冬芽の中に春の準備を整えて、厳し
い季節を過ごします。冬芽のそばにある葉痕は顔のよう。維管束痕が、まるで目や口。
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アカメガシワ
赤芽槲
トウダイグサ科

オオシマザクラ
大島桜
バラ科

ガマズミ 莢蒾 レンプクソウ科
冬芽には短毛が密生

コナラ 子楢 ブナ科

コブシ 辛夷
モクレン科
フサフサなのは花芽。
葉芽は短毛覆われます。

サルトリイバラ 猿捕茨
サルトリイバラ科
冬芽は葉柄基部に隠れています。

シラカシ 白樫 ブナ科
常緑樹。

ミズキ 水木
ミズキ科

ニガキ 苦木 ニガキ科
「カマキリが卵を産み付けたよ」
「卵のうに、つやがあって突起がある…
ハラビロカマキリ！春に会えるね！」

ホオノキ 朴の木 モクレン科

ヤマコウバシ 山香ばし
クスノキ科
葉は春まで残ります。



オニドコロ 鬼野老 ヤマノイモ科
林縁を飾るリースのよう。果実は3つの翼
があり、上向き。

ジョウビタキ（オス）
名の由来は、ジョウ
（尉）が銀髪の意で頭の
色、ヒタキ（火焚き）は
火打石をたたく音。

スイカズラ 忍冬
スイカズラ科
葉を巻いて冬を越します。

センダン 栴檀 センダン科
青空に映える果実。

ミツバツチグリ 三葉土栗
バラ科

ネズミモチ 鼠糯
モクセイ科

トウネズミモチ 唐鼠糯
モクセイ科 生態系被害防止外来
種リストでは重点対策外来種。
葉がネズミモチより大きく、葉脈
が透けるのが特徴。

切り株
緑の輪は、
新しい年輪
の部分。
日が当たり、
水が得られ
る所で、緑
色の生き物
が生育中。

草地維持のための草刈り
冬に草地を刈ると、春から秋にかけて、

さまざまな草が花を咲かせます。大学生3名
（会員1名、体験2名）のパワーで仕事がはか
どりました！
ミーティング 大学生からの質問等。改め

て、NPOがあることの意義、若年層の自然体
験の重要性などを確認する場となりました。

２

参加者数 8名

メギ 目木
メギ科
茎や根は洗眼薬に

コムラサキ
シソ科 ムラサキシキブ シソ科

ヌマガヤ 沼茅イネ科（手前）と
カサスゲ 笠菅カヤツリグサ科（奥）
枯れる時期の違いで、見分けやすい時期。

※ヌマガヤ
RDB 
千葉県；重
要保護生物
（B) 絶滅
危惧Ⅰ類
環境省；－
千葉県にあ
ることが珍
しく、貧栄
養性湿地に
生える。


